
 

 

 

 

 

埼玉県子供の健口支援事業実施マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年６月 

 

埼玉県・（一社）埼玉県歯科医師会 

 

 

 

 



 

目次 

本編 

1. 事業の背景と目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

2. 事業の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

3. 学習支援事業（学習支援教室）とは・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

4. 事業のプロセス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

5. 学習支援教室でのプロセス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

6. 事件・事故等が起きた場合の対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

7. 歯科健診の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

8. フッ化物洗口の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

 

書類 

1. 実施記録票・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

2. 同意書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 

3. 保健調査票・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

4. 健診・指導器材チェックリスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

5. 健診票・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27 

6. 健診結果のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 

7. 受診する歯科医院のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29 

8. フッ化物洗口器材・薬剤チェックリスト・・・・・・・・・・・・・・・30 

9. フッ化物洗口薬剤管理簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 

10. 受診調整記録書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

11. 事件・事故報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

 

資料 

1. 埼玉県子供の健口支援事業実施要領・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

2. 関係者対象出張講座 県説明用資料・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

3. 関係者対象出張講座 県歯科医師会説明用資料・・・・・・・・・・・・52 

4. 生徒・保護者対象説明資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

 

 



 

- 1 - 

 

 

1 事業の背景と目的 

本県では３歳児でむし歯のない割合は８５．３％（２０１７年度）に達し、１２歳

児での一人平均むし歯数も０．６４本（２０１７年度）と子供のむし歯の本数は減少

傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、むし歯の地域格差や１０本以上のむし歯があり食べ物をうまくかめない状態、

いわゆる口腔崩壊の状態にある子供が顕在化しています。昨今、子供の歯の健康格差

が課題としてマスメディアなどでも取り上げられています。 

東京都が２０１６年に実施した子供の生活実態調査では、調査対象となった小学５

年生・中学２年生ともにむし歯の本数は、貧困層で多くなっています。 

この理由として、ひとり親や共働きなどにより、歯みがき支援が十分でない、治療

に連れて行く時間的ゆとりがないなどが挙げられます。 

一般に中学生は、部活動や通塾などにより、生活習慣の変化や行動範囲が広がる時

期です。 

部活動の後の飲食（いわゆる買い食い）や通塾前後の食事など保護者の目の届かな

い飲食の機会が多くなり、ファストフードや清涼飲料水などの摂取が増加します。 

歯や口腔の健康保持にとっては、マイナス要因が増加する時期とも言えます。 

本県においても、一人平均むし歯数（２０１７年度）は中学２年生で０．８１本、

中学３年生で１．１０本と学年が上がるごとにむし歯数が増加していることが分かっ

ています。

図 1 １２歳児一人平均むし歯数（2013 年度～2017 年度） 県・埼玉県歯科医師会調べ 
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こうしたことから、健康格差の縮小と生活習慣の改善を図ることを目的に、学習支

援教室に参加する中学生（以下「生徒」という。）を対象に、歯科健診や口腔ケア指

導、受診支援（歯科医療機関との調整）及びフッ化物洗口（以下「歯科保健指導等」

という。）の個別支援を行います。 

あわせて、むし歯予防の効果が明らかとなっているフッ化物洗口への理解を深めて

もらうため、各地域において歯科医師等による出張講座を開催します。 

 

（１）学習支援教室での歯科保健指導等の実施 

 歯科医師や在宅歯科医療推進拠点等の歯科衛生士が学習支援教室に出向き、歯

科健診や口腔ケア指導、フッ化物洗口を行います。むし歯等がある生徒について

は、拠点で地域の歯科医師と連携し、治療しやすい環境を整え、受診勧奨を行い

ます。 

（２）調整会議 

 事業を実施する学習支援教室のある市町村において、この事業に関わる歯科医

師、歯科衛生士、当該学習支援教室を担当する支援員、市町村職員（主に福祉部

門）、県職員等と話し合い、情報共有や課題整理等を行う調整会議を実施します。 

（３）歯科口腔保健に係る出張講座の開催 

 フッ化物洗口への理解を深めてもらうため、保護者、市町村職員、教員、学習

支援教室の関係者等に対して、出張講座を開催します。

２ 事業の概要 
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図 2 中学１年生から 3年生における一人平均むし歯数（2017 年度） 県・埼玉県歯科医師会調べ 
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３ 学習支援事業（学習支援教室）とは 

（１）背景 

生活困窮世帯などの貧困家庭の増加と、貧困の状況下で育った子供が大人にな

っても貧困から抜け出せない、「貧困の連鎖」が課題となっています。 

生活保護世帯で育った子供が、大人になって再び保護を受ける「貧困の連鎖」

の発生率は 25.1%という調査結果もあります。（道中隆関西国際大学教授調べ） 

本県では、増え続ける生活保護受給者の自立を支援するため、平成２２年度に

「生活保護受給者チャレンジ支援事業」を立ち上げました。 

「学習」・「就労」・「住宅」の各分野において専門性を持った支援員を配置し、

事業の愛称を「アスポート」として、(「明日へのサポート」と、「明日への港」

を意味する)、生活困窮者の多様なニーズに対して、マンツーマンで対応できる

体制を構築したのです。 

「貧困の連鎖」を断ち切るためには、高校への進学・卒業を通じて、安定した

就職に結びつけていくことが重要です。 

そこで、高等学校進学率を向上させるために、学生ボランティア等によるマン

ツーマンでの学習指導を通じて、高校への進学を支援してきました。あわせて、

学習意欲を向上させるため、支援員が保護家庭を訪問し、進学により子供の将来

の可能性が大きく広がるということを丁寧に伝え、進学に向けた動機付けも行い

ました。 

取組の結果、学習支援開始前は高校進学率が８６．９％（２００９年度）、高

校中退率が８．１％（２０１２年度）でしたが、２０１６年度には高校進学率 

９８．３％、高校中退率２．５％に大きく改善したのです。 
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図 3 子供の健口支援事業概要図 
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埼玉県が全国に先駆けて取り組んできた学習支援事業は、２０１５年度施行の

生活困窮者自立支援法の法定事業に位置付けられました。 

市部は市が、町村部は県が学習支援事業を実施するようになり、支援対象は生

活保護受給世帯だけではなく、生活困窮世帯まで拡大しました。 

 

（２）学習支援事業 

 生活保護世帯・生活困窮世帯（以下「生活保護世帯等」という。）の子供たち

の健やかな成長のために、家庭訪問、学習教室、各種イベントを通じて、生活支

援や学習・進路支援を行います。 

主な支援の内容 

○学習支援（学習支援教室、家庭訪問） 

 高校進学支援、学校の勉強の復習、学習の習慣づけ 

○居場所の提供 

 日常生活習慣の形成、社会性の

育成 

○進路相談、奨学金等の情報提供 

○高校中退防止のための支援 

○親に対する養育支援  など 

 

（３）学習教室に通う生徒への配慮 

学習教室に通う生徒は、生活保護世帯等の子供です。教室の所在やそこに通っ

ていることが明らかになることは、本人の不利益となる可能性が高く、十分な注

意が必要です。当然のことながら、個人情報について、細心の注意を持って取り

扱い、流出は決してあってはならないことです。（生徒本人が家庭の状況を知ら

されていない場合があり、「貧困世帯・生活保護世帯・就学援助世帯」及びこれ

らを連想させる言動は慎む必要があります。） 

学習教室に通う生徒の学力には、大きな開きがあるため、学校や一般の塾のよ

うな集団授業はできません。そして、学力が低い多くの子供が「何がわからない

のかがわからない」状態です。そのため、教室では、一人ひとりの状況に応じて、

きめ細やかな対応を行い、本人がここでは「わからないことは恥ずかしくないん

だ」という気持ちを持つことができ、安心して勉強することができるように支援

することが大切です。 

また、教室に参加する中学生は、夏祭りやクリスマス会、お餅つきといった施
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設の行事を通して、「勉強」以外のことも学ぶことができます。子供たちにとっ

て、「教室」は勉強する場であるとともに、心の安らぎとなる居場所にもなって

いきます。 

問題点を指摘したりする際の「否定的」な言動や態度は保護者及び生徒に対し

て負担をかけてしまう可能性があり、慎む必要があります。 

肯定的な表現・励ましの言葉によって、生徒の意欲や自信を引き出し、安心感

を与えられるよう接する必要があります。 

 

（４）家庭訪問から見える生活保護世帯等の状況 

【保護者】 

 

 

 

 

 

 

 

【子供】 

 

 

 

 

 

 

（５）キーパーソンは「支援員」 

支援員は、福祉・教育の専門知識を持ち、生活保護世帯等の中学生・高校生に

対し、その世帯を訪問し、困難を抱えた親の養育相談を行います。あわせて、高

校進学及び卒業の動機付けを行い、学習支援を通じて基礎学力の向上を図ります。 

県や市から委託を受けた団体の職員が支援員として配置され、学習教室を運営

しています。 

この事業を実施する歯科医師・歯科衛生士にとって、保護者及び生徒との信頼

関係を構築する上で、連携が必要になる方々です。 

歯科保健指導等の実施に当たっての困りごとや小さな課題であっても、一人で

・病気、けが、精神疾患（うつ病、統合失調症等）、による就業困難 

・ＤＶ被害経験、離婚、転居（ひとり親家庭の大半が母子家庭。地域から孤 

立し、問題や悩みを相談できる人がいない。） 

・ダブルワークで時間的余裕がない 

・外国籍（日本語が理解できない。高校入試について知らない。） 

 

・自分の部屋や机がない。家事・育児などのお手伝いが忙しい。 

・両親の不仲や離婚で勉強に集中しにくい。（頼れる大人がいない。） 

・低学力（中学１年生の内容又は小学校の内容から振り返ることがある。） 

・不登校（年間３０日以上の欠席→６人に１人） 
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抱えず、各教室の支援員に積極的に相談をしてみましょう。 

 

（６）生徒たちにとっての学習支援教室 

〇分からないことを「分からない」と言える場所 

 頼れる大人＝支援員・ボランティア・指導員 

○家庭学習や勉強の仕方について質問しやすい雰囲気、安心できる大切な場所 

 自分の将来を考える場、友達ができる場、働く人の姿を見る場、人の役に立つ

喜びを感じる場（就労体験、クリスマス会、高校生の話を聞く会など） 

 

４ 事業のプロセス 

(1)実施要領の作成 

埼玉県（以下「県」という。）と埼玉県歯科医師会（以下「埼歯」という。）が協力

して、実施要領（資料 1）を作成します。 

 

(2) 作業部会の設置 

事業全般を円滑に運営するために、埼歯地域保健部内に作業部会を設置します。 

構成  県（健康長寿課総務・歯科担当） 

 埼歯地域保健部（部長、副部長、常任部員、該当地区部員） 

役割  ４の(3)～(9)の実施 

 その他、円滑な運営に必要な事項 

 

(3) マニュアルの作成 

 実施要領に基づき、その詳細について、作業部会が県と協力して作成します。事業

実施の状況を反映し、見直しを行います。 

 

(4) 実施市町村と学習支援教室の選定 

学習支援教室は全市町村を網羅するよう設置されています。実施市町村の選定に当

たっては、県で市町村へ希望調査をおこない、2018 年度は川口市、秩父市（横瀬町、

皆野町、小鹿野町、長瀞町と共同）、狭山市、白岡市、小川町（嵐山町、ときがわ町、

越生町、東秩父村、毛呂山町、滑川町と共同）の 5 市町にある学習支援教室各 1 箇

所を選定しました。 

 

 



 

- 7 - 

 

(5)教室を担当する歯科医師・担当歯科衛生士の選定 

 郡市歯科医師会（以下「郡市会」という。）及び各市町村の支部（以下「支部」と

いう。）が、拠点に登録している歯科医師及び拠点に勤務する歯科衛生士から担当者

を選定（以下「教室担当歯科医師・歯科衛生士」という。）します。 

 

(6) 教室担当歯科医師・歯科衛生士対象説明会の開催 

 埼歯において、マニュアルを基に事業内容を説明し、事業の目的や方法を共有して

各教室での活動の標準化を図ります。また、実施における課題等の情報共有をするた

めに、電子メールによるネットワークを作ります。 

 

(7)対象市町村における出張講座の開催 

 対象市町村において出張講座を開催し、関係者の知識及び情報の共有を図ります。 

 関係者対象出張講座 県説明用資料（資料 2）を用います。 

参加者構成  市町村関係者（市町村職員、保健師、教員等） 

 保護者 

 支援員（学習支援教室運営管理者） 

 県 

 埼歯関係者（教室担当歯科医師・歯科衛生士、作業部会員、

郡市会関係者） 

演者と講話内容  県 ＜事業の概要と意義＞ 

 埼歯 ＜歯科保健医療の基本的知識＞＜中学生における歯

科保健医療＞＜期待される効果＞ 

 

(8)事業拡大に向けた出張講座の開催 

事業の拡大のため、県内全市町村を対象とした出張講座を開催し、事業内容や効果

など当該事業の周知を図ります。 

関係者対象出張講座 県歯科医師会説明用資料（資料 3）を用います。 

参加者構成  市町村関係者（市町村職員、保健師、教員等） 

 保護者 

 支援員 

 県 

 埼歯関係者（教室担当歯科医師・歯科衛生士、作業部会員、
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郡市会関係者） 

演者と講話内容  県 ＜事業の概要と意義＞＜期待される効果＞ 

 埼歯 ＜歯科保健医療の基本的知識＞＜中学生における歯

科保健医療＞＜中間報告＞ 

 教室担当歯科医師・歯科衛生士＜実施状況報告＞ 

 

(9)報告と評価 

 作業部会において事業実施に係る効果検証を行います。 

 効果検証は１０月と３月の２回行い、事業成果報告書を作成します。 

 報告書は、事業によって歯科口腔保健指導等を行う前とその後の生徒の歯・口腔

の状態等の改善状況を盛り込むこととします。 

 報告書は、原則として電子データ（Word・Excel 形式など）によることとしま

す。 

 

５ 学習支援教室でのプロセス 

本事業は、埼歯が郡市会の協力を得て、教室担当歯科医師・歯科衛生士により実施

します。 

実施に当たっては、県、市町村、支援員、生徒及び保護者等の関係者（以下「教室

関係者」という。）と緊密に連携して行います。 

教室における全ての活動は、その都度、実施記録票（書類 1）に記録します。 

 

(1)調整会議（教室における具体的な打ち合わせ） 

参加者構成  支援員 

 教室担当歯科医師・歯科衛生士 

 必要に応じて作業部会員、郡市会関係者 

 必要に応じて市町村関係者 

 必要に応じて県 

 必要に応じて保護者 

内容  支援員と教室担当歯科医師・歯科衛生士の連絡方法の設定 

 教室の実情に合わせた内容（歯科保健指導等）の調整 

 教室の日課と歯科保健指導等の実施時刻の調整 

 担当歯科医師・歯科衛生士の交通手段（駐車場等）の確認 
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 実施場所の調整（歯科保健指導等） 

 必要物品と準備担当者、準備方法の確認 

 ゴミの整理と廃棄担当者の確認 

 生徒ごとのファイルの作成と記録等の集積 

 生徒の個人情報の取り扱いに関する取り決め 

 効果検証（アンケート調査実施を含む）のための年間予定の

作成 

 

(2)事前準備 

案内配布  事業開始前に、事業の概要を説明した保護者向けの案内を配

布します。 

 

(3)説明と同意 

事業説明と同意  事業開始前に、保護者に同意書（書類 ２）を配布し、同意

を得ます。 

 配布・回収にあたっては支援員と連携を取り、保護者と生徒

の信頼を得られるよう努める必要があります。 

 保護者や生徒によっては、支援員が直接家庭を訪問するなど

の対応が必要となる場合があります。 

 事業への参加を希望しないと回答した保護者と生徒につい

ては、排除することなく、支援員と連携を取りながらその後

の参加への働きかけを継続します。 

 

(4)歯科保健指導等 

①保健調査  事業開始前に当たり、保護者に保健調査票（書類３）の配布

及び回収を行います。 

 同意書と同様に、支援員と連携し、信頼関係の構築や配布・

回収を行う必要があります。 

②歯科健診  健診・指導器材チェックリスト（書類４）に基づき準備を行

います。 

 歯科健診の実施（詳細は１３ページ）に基づき健診を実施し

ます。健診は学校歯科健康診査に準じて実施します。 
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 担当歯科医師が健診を実施し、担当歯科衛生士が健診票（書

類５）に記録します。 

 健診に使用する器材等は、埼歯で使い切りタイプ（ディスポ

ーザブル）のものを準備し支給します。 

 ミラー、探針、ピンセットについては、ゴミの減量の観点か

らも歯科医療機関が所有する通常の金属製のものを滅菌し、

使用していただけるとよいでしょう。 

 健診・指導器材チェックリストに基づき終了後のチェックを

します。 

 歯科健診は、年４回程度を目安とします。（教室の実情に合わ

せて回数を決定します。） 

 健診結果のお知らせ（書類６）、受診する歯科医院のお知らせ

（書類７）により結果を保護者に知らせます。 

③歯科保健指導  健診・指導器材リストに基づき準備します。 

 担当歯科医師の指示のもと、担当歯科衛生士が行います。 

 生徒・保護者対象説明資料（資料４）を活用し、ブラッシン

グ指導や食育指導など、できるだけ具体的、実践的に指導し

ます。 

 生徒の発達に合わせて、分かりやすく説明・指導します。 

 その際、保護者にもチラシ等で説明・指導を行うことが望ま

しいでしょう。 

④フッ化物洗口  フッ化物洗口の実施（詳細は１８ページ）に基づき、週 1 回

フッ化物洗口を実施します。 

 担当歯科衛生士がフッ化物洗口に用いる薬剤・器材の管理と

洗口をおこないます。 

 教室での日課に基づき、フッ化物洗口を行う時刻、場所等、

具体的に支援員と打ち合わせます。 

 フッ化物洗口後 30 分間はうがいや飲食をしないなど、安全

かつ確実に実施できるよう支援します。特に食事やおやつを

提供する教室では調整が必要です。 

 フッ化物洗口器材・薬剤チェックリスト（書類８）に基づき

準備します。 
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 同意書にて事業に「同意する」と回答した生徒にのみフッ化

物洗口をおこないます。 

 「同意しない」生徒は水で同様に洗口を行います。 

 器材・薬剤は埼歯が支給します。 

 器材・薬剤は、毎回担当歯科衛生士が持参し、持ち帰ります。 

 フッ化物洗口薬剤は約 1 年分支給されるので、各拠点に施錠

できる場所（鍵付きの棚など）を確保して保管します。 

 教室開催日に 1 回分の薬剤を持参するか、洗口液に調製して

持参します。 

 フッ化物洗口器材・薬剤チェックリストに基づき終了後のチ

ェックを行います。 

 薬剤の使用に当たっては、使用の都度、フッ化物洗口薬剤管

理簿（書類９）に必ず記入し、使用量と残量の確認をします。 

⑤受診勧奨と具

体的な調整 

 保健調査票に基づき、歯科医療機関への受診が必要な場合は

支援員・保護者と連携して、生徒が受診しやすい環境づくり

に努めます。 

 保健調査票により、かかりつけ歯科医がいる場合は、担当歯

科医師・歯科衛生士が直接かかりつけの歯科医師に説明する

などの支援を行います。 

 保健調査票により、かかりつけの歯科医師がいない場合は、

保護者の同意を得て、支援員と連携の上、通学する中学校の

学校歯科医、地域の埼歯会員等と相談しながら、通院する歯

科医療機関を決定するなど支援を行います。 

 通学する中学校が学習支援教室に参加していることを把握し

ていない場合があります。保護者や生徒のプライバシー保護

に細心の注意を払う必要があります。 

 対象の生徒が歯科医療機関を受診した場合は、結果のお知ら

せに受診歯科医療機関の歯科医師が記入したものを、生徒か

ら担当歯科医師・歯科衛生士に提出させます。 

 あわせて、対象生徒の受診を受診調整記録書（書類１０）に

記録します。対象生徒の状況を（学習の妨げにならない範囲

で）定期的に確認し、受診状況や治療等の状況を記録書に記
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載することで、担当者が交代しても情報が引き継がれるよう

にします。 

 受診状況を定期的に把握し、円滑に進まない場合は通院する

歯科医療機関と緊密な連携を取るなど、課題の解決に努めま

す。 

 

(4)年度末の振り返りと翌年度事業の協議 

 教室関係者が1年間を振り返り、翌年度以降の事業の内容について話し合います。 

 

６ 事件・事故等が起きた場合の対応 

 何らかの事件（ヒヤリハット、インシデント）又は事故（アクシデント）が起きた

場合は、その大小にかかわらず速やかに対処します。必要に応じて救急処置を行いま

す。 

 その後できるだけ速やかに、埼歯事務局に連絡します。緊急の事案で事務局が不在

の場合は、別に提供する連絡先へ連絡します。重大かつ緊急性が高い場合には、県健

康長寿課総務・歯科担当へ連絡します。 

 その後、事件・事故報告書（書類１１）を提出します。事件・事故報告書は個人情

報であるため、取り扱いには十分注意し、別に提供するパスワードを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事件・事故等の発生 

必要に応じ救急処置を実施 

埼歯事務局事業課地域保健担当に連絡 

（048-829-2323：平日昼間） 

又は別に提供する連絡先 

県及び埼歯へ事件・事故報告書（書類１０）の提出 

埼歯事務局事業課アドレス：yamada@saitamada.or.jp 

県健康長寿課総務・歯科担当アドレス：a3570-05@pref.saitama.lg.jp 

重大かつ緊急性が高い場合 

県健康長寿課 

総務・歯科担当に連絡 

（048-830-3581：平日昼間） 

事件・事故等の大小にかかわらず速やかに対処 

図 4 事件・事故等が発生した場合の対応フローチャート 

mailto:アドレス：yamada@saitamada.or.jp


 

- 13 - 

 

７ 歯科健診の実施 

 器材は埼歯で準備をします。不足の場合は、早めに埼歯事務局に連絡してください。

（１）歯科健診に必要な器材 

 ア 歯や口腔内を調べるための器具 

  歯科健診に最低限必要となる基本的なセットです。写真はディスポーザブルのも 

 のですが、自院の器具を滅菌し、使用することも可能です。 

  ①ミラー 

  ②探針 

  ③ピンセット 

  ④紙トレー 

 

 

 イ 簡易照明 

  口腔内は暗いため、口腔内を明るく照らすための照明が必要です。 

  学習支援教室では貸出等は行っていませんので、必要に応じて担当歯科医師・歯 

 科衛生士が持参しましょう。 

 

※手持ち照明の場合、口腔内を照らして 

もらうための補助者（介助者）が必要に 

なることもあります。 

 ヘッドバンドタイプの照明なども有効 

です。 

 

 ウ ディスポーザブル手袋（パウダーフリー） 

  健診の際、生徒ごとに交換します。 

  サイズは SS、S、M、L 等各種ありますので、健診者（歯科医師）や補助者（歯 

 科衛生士その他）の手の大きさに合わせて事前に準備しましょう。 

 

  ※手袋はラテックス（ゴム系）のものが 

  一般的です。生徒によってはアレルギー 

  があることがありますので、健診実施に 

  当たっては事前の確認が必要です。 

   万が一、アレルギーのある生徒がいる場合には、ラテックス（ゴム系）でない 

①ミラー 

②探針 

④紙トレー 

③ピンセット 
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  手袋を準備する必要があります。 

 

 エ 手指消毒剤（液状、ジェル状） 

  生徒ごとの手袋交換後、生徒の顔（口の周り）や口の中に触れる前に手指の消毒 

 を行います。 

 

  ※手指消毒の手順 

   ①５００円玉大を手のひらに取る。 

   ②手指全体にむらなく伸ばし、よく擦り込む。 

   ③手の甲や指の間に擦り込む。 

   ④手のひら全体へ擦り込む。 

   ⑤指先、指の背にもなじませる。 

   ⑥親指の付け根を反対の手でねじるように 

   擦り込む。 

   ①～⑥の順に乾くまで続け、洗い流したり、拭き取ったりしない。 

 

（２）個別指導に必要な器材 

 ア 手鏡 

  生徒への個別指導時に使用する口腔内観察用（一緒に確認するため）の手鏡です。 

 

  

  

 

 

 

 イ 歯ブラシ＆デンタルフロス(ホルダー付きフロス) 

  生徒への個別指導時に使用します。 
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 ウ ティッシュペーパー・ペーパータオル 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 

 ア 事務用品 （ボールペン、バインダー、粘着テープ等） 

 健診やその他記録作業時に必要となります。教室で担当歯科医師・歯科衛生士

用に机が確保できない可能性もあるため、携行しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 イ ゴミ袋 

  全ての教室で、ゴミは持ち帰りが原則です。教室が開催されている施設に迷惑が 

 かかることがないよう、十分に注意をしてください。 

  健診・指導器材チェックリストに基づき準備や片付けを行いましょう。 

  ゴミは持ち帰り、担当歯科医師が自院の事業ゴミとして処理をお願いします。 

 

 ウ 運搬用コンテナ 

  歯科健診に必要な器材を収納するためのコンテナです。教室への持ち運びや片付 

 けなど一つのコンテナに収めることで、忘れ物や紛失を避けることができます。 
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（４）施設における準備について 

 ア 場所の選定 

   各教室で健診可能なスペースを事前に確認しましょう。教室内での実施に当た 

  っては、パーテーションの利用や離れた場所の確保等、受診者のプライバシーの 

  確保に留意します。施設によっては、別の部屋などで行える場合があります。 

 

 イ 机、イス等の数とその配置 

   下図に示すように、受診者（生徒）と健診者（歯科医師）が必ず対面になるよ 

  うにイスを配置します。健診者の隣に机を置き、手が届く範囲に健診器材を配置 

  します。 

   ※図はあくまでも参考です。事前に健診者と調整の上、配置します。 

 

   ①机  １台 

   ②イス ３脚 

    （受診者、健診者、記録者） 

   ③パーテーションなど 

    （必要に応じて） 

   ④簡易照明など 

    （必要に応じて） 

 

 

 

 

 

 

 図５ 机、イス等の配置例 

 

 ウ 灯りの確保 

   口腔内は暗く、教室の灯りだけでは不十分な場合がほとんどです。教室によっ 

  ては夜間になることから、簡易照明を準備しておきましょう。 

 

 エ 歯科健診に必要な器材の配置 

   スムーズな健診の進行のためには、必要な器材が使用しやすい位置に配置され 

健診者（歯科医師） 

記録者（歯科衛生士） 

受診者（生徒） 

健診器材 

健診記録 

パーテーションなど（必要な場合） 

簡易照明 

（立てかけタイプの例） 
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  ていることが重要です。学習支援教室の本来の趣旨からも、事前に担当者間で調 

  整を行い、スムーズな進行に留意しましょう。（下図は参考例です。） 

 

 

 

 

     シート（健診器材を置くためのシートなど） 

 

 

 

 

 

 

        紙トレー 

  机 

           健診者（歯科医師） 

 

 図６ 健診器材等の配置例 

 

 オ 歯科健診の手順 

  事前に担当者間で健診手順の確認を行いましょう。また、健診器材の位置は担当 

 歯科医師によって異なりますのであわせて確認が必要です。 

 

  ①使用前・使用後の器材の位置を確認します。また、ゴミの処理及びゴミの分別 

  の確認を行います。 

   使用前・使用後の器材が混在することがないよう、配置に注意し、受診者（生 

  徒）ごとに速やかに処理する必要があります。 

  ②健診の方法 

保健調査票の内容を確認し、健診に反映します。 

健診は学校歯科健診に準じて行いますが、要治療、要指導のふるい分けが目的

となります。 

健診記録は「埼玉県子供の健口支援事業健診票」に記載します。 
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 カ ゴミの処理と片付け 

  ゴミは原則として担当歯科医師・歯科衛生士が処理し、全て持ち帰ります。  

  ①健診・指導器材チェックリストに沿って確認を行います。 

  ②歯科健診・指導後のゴミは全て持ちかえり、医療廃棄物等の分別を行った後、 

  廃棄します。 

 

 キ 健診結果のまとめ 

  ①健診票に基づき健診結果のお知らせの必要欄を記載します。 

   「所見なし」・「教室で保健指導をします」・「歯科医院を受診してください」の 

  いずれかにチェックを入れ、保護者に通知します。 

  ※生徒から保護者に渡してもらうことも可能ですが、各家庭の事情により必ず 

  保護者に届くわけではないようです。支援員と相談の上、各生徒の実情に合わせ 

  た方法で保護者に通知しましょう。 

   保護者に届かない場合には、支援員が家庭訪問をする際に保護者に渡してもら 

  うことも必要になります。 

  ②「歯科医院を受診してください」にチェックが入った生徒には定期的に受診の 

  確認を取ります。受診できていない生徒に対しては、担当歯科医師・歯科衛生士 

  と支援教室が連携し、受診をサポートしましょう。 

 

 ク 実施記録票の記載 

  実施記録票（書類１）に、当日の実施内容等を記載します。また、支援員と相談 

 したことや健診の実施に当たって気が付いた点なども記載しましょう。 

 

８ フッ化物洗口の実施 

（１）フッ化物洗口に用いる器材・薬剤について 

 子供の健口支援事業においてフッ化物洗口を実施する場合に、提供される器材・薬

剤を紹介します。 

 ア フッ化物洗口薬剤 

  ミラノール顆粒 11％1.8ｇ（㈱ビーブランドメディコデンタル社製） 

  わずかにケイヒの香りがします。 

 

  ※薬剤は施錠できる棚などに保管します。 
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 イ ディスペンサー付きボトル 

  生徒ひとりひとりに洗口液を分配するために使用します。 

  １回押しで５ｍｌ、２回押して１０ｍｌで使用します。 

  容量は６００ｍｌです。 

 

  ※中学生では、１０ｍｌで実施します。 

 

 

 

 ウ 紙コップ            エ 砂時計（１分計） 

  洗口液を入れるほか、口の中の    洗口時間を計ります。 

 洗口液を吐き出すための容器になり  置き時計や腕時計などでも構いません。 

 ます。                

  

             

             

   

   

 オ 洗口液配布用トレー       カ 収納ケース 

  洗口液入りのコップを配膳、回収   ディスペンサー付きボトルを保管する 

 するためのトレーです。       ケースです。 

   

 

 

 

 

 キ 収納バック           ク ティッシュペーパー・ペーパータオル 

  フッ化物洗口に必要な器材・薬剤         

 を持ち運ぶためのバックです。        

 

                   ケ ゴミ袋 

                    フッ化物洗口の実施に当たって出たゴ                      

                   ミは、全て持ち帰りましょう。 



 

- 20 - 

 

（２）フッ化物洗口の手順について 

 フッ化物洗口は、決められた濃度のフッ化物水溶液を準備し、決められた時間洗口

を行うことが重要です。 

 フッ化物洗口の準備から洗口実施までの流れを紹介します。 

 

 ア フッ化物洗口剤の準備 

  教室によっては水道の利用に制限がある場合があります。 

  また、洗口液の調製にミネラルウォーターは使用できません。 

  原則、フッ化物洗口液は事前に地域拠点等で準備しておきましょう。 

 

①作業環境等の準備 

 作業場所を片付けてきれいにし、清潔な作業環境を整えます。 

 手洗いを行います。 

 きれいに洗って乾燥させておいたディスペンサー付きボトルを準備します。 

②フッ化物洗口剤（ミラノール）の準備 

ディスペンサー付きボトルに必要量の水道水を入れます。 

下記に示す分量のミラノールを入れ、よく振って溶解します。 

（製剤はやや溶けにくいため、よく振りましょう） 

 

 生徒数と必要量（洗口液のフッ素濃度が 900ppm になるようにします） 

  １５名まで：ミラノール 2 包を２００ｍｌの水道水で溶解する。 

  ２５名まで：ミラノール 3 包を３００ｍｌの水道水で溶解する。 

  ３５名まで：ミラノール 4 包を４００ｍｌの水道水で溶解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要量の水道水を入れる よく振って溶解する 

必要数のミラノール

を入れる 
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  ③フッ化物洗口に用いる器材の収納 

   収納バックに、ディスペンサー付きボトル・紙コップ・砂時計・洗口液配布用 

  トレー・ティッシュペーパー及びペーパータオルを入れます。 

   フッ化物洗口器材・薬剤チェックリストに沿って確認しましょう。 

 

 イ 学習支援教室でのフッ化物洗口の実施 

 

  ①フッ化物洗口液の配膳 

   可能であれば、事前に生徒の歯みがきを終わらせておくようにします。 

   洗口液配布用トレーに必要数（生徒数）分のフッ化物洗口液 10ｍｌ（２回押 

  し）入り紙コップを用意します。 

 

 

 

 

                 

 

 

 

  ②生徒に洗口液の入ったコップを配布します。 

   砂時計により 1 分間のフッ化物洗口を実施します。 

 ※フッ化物洗口液による洗口は、同意書により参加する生徒のみ行います。 

  また、事前に 1 回、真水による洗口練習をしましょう。 

  全員が一斉に洗口することが原則ですが、教室の実情に合わせて行いましょ 

 う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内某小学校のフッ化物洗口の様子 

 この小学校では、児童が持参したプラスチックコップを使用してフッ化物洗口

を実施しています。 

 

２回押し １０ｍｌ入りのコップを必要数分配膳する 
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  ③１分間が過ぎたら洗口を止め、各人の紙コップに吐き出します。 

   洗口後 30 分は、うがいをしたり飲食物をとらないように注意を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④洗口液配布用トレーに洗口実施後の紙コップを集めます。 

   吐き出した洗口液は流しで捨て、紙コップはゴミ袋に集めます。 

 

 

                              

                              ゴミ袋 

               洗口液を流しに捨てる   ゴミ袋に集める 

 

  ⑤フッ化物洗口器材・薬剤チェックリストに沿って確認を行います。 

   フッ化物洗口等で出たゴミは全て持ち帰り、医療廃棄物等分別後に廃棄する 

  ようにしましょう。 

 

  ⑥事業実施記録票に記載する。 

  実施記録票（書類１）に、当日の実施内容等を記載します。また、支援員と相談 

 したことやフッ化物洗口の実施に当たって気が付いた点なども記載しましょう。 

 

  ※フッ化物洗口に関しては、埼玉県歯科医師会ホームページから「埼玉県におけ 

  るフッ化物洗口の実務マニュアル」をご参照ください。 

  

 

 

 

埼玉県歯科医師会 
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埼玉県子供の健口支援事業 実施記録票 

 

記録者  

日時   年 月 日（ ）  時 分 ～  時  分 

場所  

参加者  

内容  

 

 

 

 

書類１ 
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埼玉県子供の健口支援事業 同意書 
 

 

 生徒氏名 

 

 

お子さんが、学習支援教室で歯科健診やフッ化物洗口などの 

歯科保健指導を受けることに同意していただけますか。 
 

  ① 同意する  

 

 ② 同意しない  

 

 ③ その他（                    ） 
 

 

 埼玉県子供の健口支援事業は、埼玉県の委託に基づき埼玉県歯科医師会が、子供の

歯・口腔の健康づくり推進のために実施する事業です。保護者の皆様の御理解と御協

力をよろしくお願いします。 

 

 

     年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者氏名： 

書類２ 
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埼玉県子供の健口支援事業保健 保健調査票 

 

生徒氏名              

 

 以下の質問について、当てはまる番号に〇をしてください。（ ）内には内容を記入して

ください。 

１. 何年生ですか。 

① 中学 1 年生   ② 中学 2 年生    ③ 中学 3 年生 

 

２. 朝食は食べますか。 

① だいたい食べる   ② 日により違う  ③ ほとんど食べない  ④ 食べない 

 

３. 自分は規則正しい生活をしていると思いますか。 

① はい   ② いいえ 

 

４. いつ歯をみがきますか。（複数回答可） 

① 朝食後 ② 昼食後 ③ 夕食後 ④ その他（                  ） 

 

５. かかりつけの歯科医院はありますか。 

① ある（歯科医院の名称：                ）  ② ない 

 

６. 口の中の状態で気になることはありますか。（複数回答可） 

① むし歯  ② 歯ぐき ③ その他（                      ） 

 

７. 歯のことで困っていることがありますか。（複数回答可） 

① 痛い  ② 冷たいものがしみる  ③ 熱いものがしみる  ④ 食べ物がつまる 

④ 歯ぐきから出血する  ⑤ 噛
か

むと痛い  ⑥ その他（           ） 

 

８. 以下のうち、していることはなんですか。（複数回答可） 

① 食後の歯みがき  ② 糸ようじやデンタルフロスを使う 

③ 定期的に歯科健診を受ける  ④ 歯科医院でフッ素を塗ってもらう 

⑤ フッ素でうがいをする  ⑥ 寝る前に飲食しない  ⑦ おやつやお菓子を減らす 

⑧ 甘いものを食べ過ぎないようにする ⑨ その他（               ） 

書類３ 
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健診・指導器材チェックリスト      チェック☑をして確認しましょう 

                                年   月   日 

                 健診前                             

1   □   ミラー                     

2   □    探針(エキスプローラ)               

3   □    ピンセット                

4   □    紙トレー                

5   □    簡易照明               

6   □    手鏡               

7   □    個別指導用歯ブラシ＆デンタルフロス(ホルダー付きフロス) 

8   □    ディスポ手袋 SS、S、M、L         

9   □    手指消毒剤               

10   □    ティッシュペーパー・ペーパータオル       

11   □    事務用品 （ボールペン、バインダー、粘着テープ等） 

12   □   ゴミ袋                     

13   □    運搬用コンテナ                 

                 
健診後                             

1   □    器材を全て持ち帰る           

2  □   ゴミは持ち帰る        

3   □    施設で借りた器材は元に戻したか(机・いす等) 

4   □    健診記録の記載           

5   □    実施記録票の記載           

書類４ 
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書類５ 
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年  月  日 

保護者様 

生徒氏名               

埼玉県歯科医師会 

埼玉県子供の健口支援事業による健診結果のお知らせ 

このたびの歯・口の健診の結果は、下記の✓印のとおりです。むし歯は自然に治る

ことはなく、子供のときの歯の健康は生涯にわたり影響します。歯ぐきの病気の歯周

病（歯肉炎）は、放置すると将来、歯を失うリスクが高くなります。 

子供たちが健康に生活することができるよう、皆様とともにサポートしていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。歯科医院を受診する際は、このお知ら

せを歯科医師に提示してください。なお、学校健診で受診を勧められている場合、内

容が異なる場合があるかもしれませんが、学校健診結果とともに提示してください。 

 

□ 
所見なし 

課題となる所見はありませんでした。引き続き教室においてフォロ

ーします。家庭でも歯みがきや食生活に注意し、定期的にかかりつ

け歯科医院でチェックを受けて、歯・口の健康をサポートしてくだ

さい。 

 

□ 

教室で保

健指導を

します 

□歯垢 □むし歯 □歯周病（歯肉炎） □歯列咬合 □顎関節 

課題がみつかりました。教室で指導をします。指導されたことを実

行できるよう、家庭でもサポートしてください。 

 

□ 

歯科医院

を受診し

てくださ

い 

□歯垢 □むし歯 □歯周病（歯肉炎） □歯列咬合 □顎関節 

治療が必要な課題があると思われます。歯科医院で詳しく調べても

らい、必要な治療を受けましょう。受診できる歯科医院が無い場合

は、相談してください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

歯科医師様 

 埼玉県歯科医師会 

本会は埼玉県の委託を受けて、学習支援教室において中学生の歯・口の健康を支援

する埼玉県子供の健口支援事業を実施しています。本結果は、この事業に基づき保護

者様にお知らせするものですので、下記に日付と✓を記入し、本人に返却してくださ

るようお願いいたします。 

ご不明な点は、埼玉県歯科医師会事務局にお問い合わせください。なお、本事業は

学校歯科健診とは異なるものであることを申し添えます。 

年  月  日 

□ 経過観察します            □ 治療します 

 

 

                        

 

医療機関名： 

担当歯科医師名： 

書類６ 
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受診する歯科医院のお知らせ 

 

名称：                                   

 

住所： 〒   －                             

 

電話：                                    

 

診療曜日： 月   火   水   木   金   土   日   

 

診療時間： 午前  ：   ～  ：   午後  ：   ～  ：     

 

その他： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書類７ 
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フッ化物洗口器材・薬剤チェックリスト 

チェック☑をして確認しましょう 

 年   月   日 

           
洗口前 

1 
 

□ 
 

ミラノール又は調製した洗口液 
 

2 
 

□ 
 

ディスペンサー付きボトル(5ｍｌ用) 

3 
 

□ 
 

紙コップ 
  

  

4 
 

□ 
 

砂時計(1 分計) 
 

  

5 
 

□ 
 

洗口液配布用トレー 
  

6 
 

□ 
 

ティッシュペーパー・ペーパータオル 

7 
 

□ 
 

ゴミ袋 
  

  

8 
  

□ 
  

収納バッグ 
  

    

          
洗口後 

 
  

    
    

1 
  

□ 
  
器材を全て持ち帰る 

 

    

2 
 

□ 
 
残った洗口液を廃棄しゴミを持ち帰る 

  

3 
  

□ 
  
施設で借りた器材を元に戻す（机・いす等） 

    

4 
  

□ 
  
薬剤管理簿の記載 

      

5 
  

□ 
  
実施記録票の記載 

      

 

 

 

書類８ 
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   フッ化物洗口薬剤管理簿  

 

教室名 

担当歯科医名 担当歯科衛生士名 

 

使用薬剤名  

年/月/日 

在庫数 

（個） 

使用個数 

（個） 

残り個数 

（個） 

担当者確認 

（印または記名） 

備考 

/ /       

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

書類９ 
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受診調整記録書 

 

担当者（記載者）                記載日時   年  月  日 

 

生徒氏名                       性別  男 ・ 女  

生徒住所                                                   

 

通学中学校名                    

学校歯科医名                    

 

かかりつけ歯科医院の有無  有（歯科医院名：            ） ・ 無  

 

受診歯科医院名                                                

 

受診歯科医院住所                                              

                    ☏                            FAX                            

受診調整の内容 

記載内容例：受診日（予約日） 調整先(保護者、歯科医師等)  調整内容 今後の予

定 留意事項など 

 

 

 

 

 

 

受診調整後の経過 

記載内容例：通院状況 転帰など 

 

 

 

 

 

 

(※学校には問い合わせをしません。) 

書類１０ 
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＜部外秘＞事件・事故報告書 

報告日：（   年  月  日） 記載者： 

学習支援教室名   

所在地 
〒 

  

担当者 ㊞ 立会者 

該当者氏名 男・女  歳 保護者氏名 

連 絡 先（TEL) 
 

連 絡 先（FAX)  

発生日時 年     月     日       時頃 

発生場所   

事件・事 故 の 内 

容（詳細に記載） 

 

経過と対応   

課題及び改善点   

担当者の所見   

教室運営管理者の

所見 

  

備考   

関係機関への連絡 未 ・ 済(連絡先                   ) 

再発防止に向けた

対応・対策・ 

今後の取り組み 

 

書類１１ 
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埼玉県子供の健口支援事業実施要領 

2018.04.01 

埼玉県歯科医師会 

【目的】 

埼玉県歯科口腔保健の推進に関する条例及び埼玉県歯科口腔保健推進計画は、健

康格差の縮小を最終目標としている。埼玉県（以下「県」という。）は生活困窮者

自立支援制度を定め、その中で学習支援事業を実施している。県は地域在宅歯科医

療推進拠点を整備し、登録歯科医師および勤務する歯科衛生士が配置されている。

この歯科保健医療の社会資源を活用し、学習支援教室に参加する中学生の歯科口腔

保健の向上と適切な医療受療へのサポートを行い、格差縮小を図ることを目的とす

る。 

 

【内容】 

1. 埼玉県歯科医師会（以下「埼歯」という。）は県の委託を受け、事業を実施する。 

2. 埼歯地域保健部内に作業部会を設置し、事業全般の運営をする。 

3. 埼玉県地域在宅歯科医療推進体制整備事業において設置されている地域拠点に登

録している歯科医師と勤務する歯科衛生士（以下「教室担当歯科医師歯科衛生士」

という。）が歯科健診（口腔健診及び保健指導）を行う。 

4. 受診が必要な中学生について、受診できる環境を整える。 

5. 口腔健康管理の一環としてフッ化物洗口を行う。 

6. 埼歯地域保健部と地区郡市歯科医師会（以下「郡市会」という。）の担当者及び

教室担当歯科医師歯科衛生士が、実施市町及び県域における出張講座を行う。 

7. 年間を通して事業の経過観察を行うとともに、評価とフォローアップを行う。 

 

【計画】 

時期 対市町村 埼歯 拠点（郡市会） 

 4 月 
モデル市町村の選定 

契約事務・マニュアルの検

討 
 

市町村・拠点との協議 

 5 月 

出張講座の開催(モデル市町村の関係者（市町村職員､保健師､教員､学習支

援教室委託会社､保護者等）) 

 マニュアル完成  

資料１ 
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 6 月 
各モデル市町村の学習支援教室の現場確認・調整 

各モデル市町村へのマニュアル説明 

 7 月 各教室での歯科健診（1回目）・フッ化物洗口の実施開始（年度末迄） 

10 月 
H31 年度の拡大市町

村の検討 

H31 年度拡大拠点の検討 

効果検証中間報告 

 要診療児童の受診調 

 整・健診結果の通知 

 歯科健診 

11 月 
市町村・拠点との協議 

各地域での出張講座 

 2 月 歯科健診 

 3 月 効果検証の資料作成・提出 
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埼玉県子供の健口支援事業実施マニュアル 

2018 年６月 

(一社)埼玉県歯科医師会 

〒330-0075 さいたま市浦和区針ヶ谷 4-2-65 

TEL 048-829-2323 FAX 048-829-2376 

 

埼玉県 

〒330-9301 さいたま市浦和区高砂 3-15-1 

TEL 048-830-357５（ダイヤルイン） FAX 048-830-4804 

 

 

 


